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元
老
院
議
官
佐
野
常
民
の
蓬
都
意
見
書

六
八

（
七
四
二
）

元
老
院
議
官
佐
野
常
民
の
遷
都
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
明
治
法
制
史
料
難
纂
（
五
）

手

塚

豊

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
佐
野
常
民
の
意
見
書
は
、
細
川
潤
次
郎
の
「
吾
園
麹
」

明
治
辛
巳
の
綴
り
込
み
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
一
文
書
で
あ
る
。
原
本
は
元
老
院

十
三
行
罫
紙
八
枚
の
筆
篇
本
で
あ
る
が
、
全
文
が
同
一
の
筆
跡
で
は
な
く
、
前

牛
の
四
枚
と
後
牛
の
二
枚
ず
つ
が
各
々
ち
が
つ
た
筆
跡
で
書
か
れ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
ど
れ
も
が
佐
野
の
自
筆
で
は
な
く
、
元
老
院
部
内
で
作
ら
れ
た
輔
爲
本

と
思
わ
れ
る
。
明
治
十
一
年
の
日
附
あ
る
文
書
が
、
明
治
辛
巳
（
明
治
＋
四
年
）

の
綴
り
込
み
に
あ
る
の
は
、
文
書
製
本
の
際
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
原
本
に
は
題

名
を
鋏
く
が
、
そ
の
内
容
は
、
首
都
を
東
京
よ
り
埼
玉
縣
の
本
班
（
庄
）
に
移

す
べ
し
と
す
る
意
見
書
で
あ
る
。

　
明
治
維
新
に
際
し
、
あ
た
ら
し
い
首
都
を
ど
こ
に
お
く
べ
き
か
は
、
明
治
新

政
府
が
直
面
し
た
大
き
な
課
題
で
あ
つ
た
。
大
久
保
利
通
、
伊
地
知
正
治
等
の

大
阪
遷
都
論
、
前
島
密
、
黒
田
清
綱
、
大
木
喬
任
、
江
藤
新
李
等
の
江
戸
遷
都

論
、
木
戸
孝
允
の
三
京
併
置
論
（
京
都
、
大
阪
、
東
京
）
、
岩
倉
具
覗
の
東
西

爾
京
併
置
論
、
松
季
慶
永
の
江
戸
遷
都
反
封
論
な
ど
、
諸
読
紛
糾
し
て
、
容
易

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
決
定
を
み
な
か
つ
た
。
そ
れ
が
た
め
、
「
東
京
葵
都
の
詔
」
と
い
わ
れ
る
元

年
七
月
十
七
日
の
詔
書
も
、
明
確
に
は
「
東
京
葵
都
」
を
宣
言
し
た
も
の
で
は

な
か
つ
た
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
膜
、
今
萬
機
ヲ
親
裁
シ
、
億
兆
ヲ
綾
撫
ス
、
江
戸
ハ
東
國
第
一
ノ
大
鎭
、

　
四
方
輕
湊
之
地
、
宜
シ
ク
親
臨
以
テ
其
政
ヲ
覗
ル
ヘ
シ
、
因
テ
自
今
江
戸
ヲ

　
構
シ
テ
東
京
ト
セ
ソ
、
是
膜
ノ
海
内
蝸
家
、
東
西
同
覗
ス
ル
所
以
ナ
リ
、
衆

　
庶
此
鵡
思
ヲ
盤
セ
ヨ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
す
な
わ
ち
明
治
天
皇
の
江
戸
㎝
，
親
臨
」
に
際
し
、
「
江
戸
ヲ
繕
シ
テ
東
京
」

と
し
た
の
で
あ
つ
て
、
京
都
の
西
京
た
る
地
位
を
否
定
し
て
は
い
な
い
。
こ
の



詔
習
に
添
え
ら
れ
た
副
書
に
も
「
鷹
東
西
御
巡
幸
」
と
あ
り
、
東
西
爾
京
の
併

　
　
　
　
　
（
4
）

立
を
唱
つ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
元
年
十
月
、
東
京
に
蒼
御
さ
れ
た
明
治
天
皇
は
一
旦
京
都
へ
還
幸

さ
れ
た
が
、
翌
二
年
三
月
、
ふ
た
た
び
束
行
さ
れ
て
か
ら
は
、
京
都
還
幸
の
こ

と
を
行
わ
れ
ず
、
ま
た
、
二
年
二
月
に
中
央
官
臆
で
あ
つ
た
太
政
官
は
東
京
へ

移
り
、
窟
都
に
は
留
守
官
が
設
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
規
模
も
次
第
に
縮
少
さ

れ
、
四
年
八
月
に
は
全
慶
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
こ
う
し
て
事
實
上
の
蓬
都
が
決

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

定
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
五
年
五
月
、
明
治
天
皇
が
中
國
四
國
巡

幸
の
途
弐
、
京
都
に
た
ち
よ
ら
れ
た
際
に
は
、
最
早
「
還
幸
」
で
は
な
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

て
、
「
行
幸
」
と
樗
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
東
京
葵
都
を
め
ぐ
つ
て
は
、
種
々
の
曲
折
が
あ
つ
た
が
、
東

京
が
首
都
に
確
定
し
た
以
後
、
他
の
都
市
へ
の
遷
都
論
は
、
明
治
年
間
を
通
じ

て
、
私
の
知
る
か
ぎ
り
で
は
傳
え
ら
れ
て
い
な
い
。
佐
野
常
民
の
遷
都
意
見
書

を
、
稀
有
の
文
献
と
し
て
こ
こ
に
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
意
見
書
の
内
容
を
み
る
に
、
東
京
を
首
都
と
し
て
不
適
と
す
る
わ
け
は
、
江

戸
灘
か
ら
の
着
彊
距
離
に
あ
る
と
い
う
軍
事
的
理
由
と
、
江
戸
時
代
か
ら
滑
費

都
市
と
し
て
護
蓮
し
た
た
め
風
俗
浮
薄
の
傾
向
が
あ
り
、
學
校
、
兵
管
の
所
在

地
に
は
不
適
當
で
あ
り
、
ま
た
、
土
地
が
低
く
傳
染
病
流
行
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
い
う
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
墓
限
は
純
然
た
る
商
業
、
貿
易
の
都
市

と
し
、
政
治
、
文
教
の
中
心
た
る
べ
き
首
都
は
、
内
陸
の
別
の
場
所
を
選
ぶ
ぺ

　
　
　
　
元
老
院
議
官
佐
野
常
民
の
遜
都
意
見
書

き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
昌
ユ
ー
ヨ
ー
ク
に
封
す
る
ワ
シ
ソ
ト
ソ
、
大

阪
に
封
す
る
京
都
の
關
係
が
模
範
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
武
藏
、
上

野
の
爾
國
か
ら
候
補
地
と
し
て
、
熊
谷
、
前
橋
、
高
崎
、
新
町
、
本
狂
を
あ

げ
、
土
地
の
高
低
、
水
蓮
、
陸
運
、
水
源
地
な
ど
の
謡
か
ら
本
蕪
が
も
つ
と
も

適
當
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
本
班
は
埼
玉
縣
の
北
東
部
に
あ
り
、
徳
川
時
代
に
は
幕
府
の
御
料
所
で
、
中

仙
道
の
要
衝
で
あ
つ
た
。
元
治
元
年
の
調
査
で
は
戸
教
一
〇
三
六
戸
、
人
口
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

八
八
八
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
東
京
を
首
都
と
し
て
不
適
當
と
し
た
理
由
の
當
否
は
し
ば
ら
く
措
き
、
そ
し

て
ま
た
、
本
荘
が
首
都
と
し
て
最
適
地
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
東
京

を
純
然
た
る
商
業
都
市
と
し
、
首
都
を
闘
東
地
方
の
別
の
場
所
に
移
し
、
そ
こ

に
政
治
、
丈
教
の
中
心
都
市
を
あ
た
ら
し
く
建
設
せ
ん
と
す
る
構
想
は
、
い
ま

な
お
通
用
す
る
卓
見
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
筆
看
で
あ
る
佐
野
常
民
（
咳
鰍
証
怖
劇
醐
噌
損
研
噸
韓
）
は
、
奮
佐
賀
藩
士
、
幕
末

に
は
藩
の
特
使
と
し
て
パ
リ
ー
の
萬
國
博
賢
會
に
参
加
、
維
新
後
、
兵
部
少
丞

を
ふ
り
だ
し
に
、
工
部
大
丞
、
燈
毫
頭
、
辮
理
公
使
（
伊
、
填
）
を
経
て
明
治

八
年
七
月
元
老
院
議
官
に
就
任
、
そ
の
後
、
大
藏
卿
、
元
老
院
副
議
長
、
議
長

な
ど
を
歴
任
、
明
治
二
十
五
年
に
は
第
一
次
松
方
内
閣
の
農
商
務
大
臣
を
務
め

た
こ
と
も
あ
る
。
他
方
、
日
本
赤
十
字
肚
の
創
立
者
と
し
て
と
く
に
知
ら
れ
て

い
る
。
赤
十
字
吐
の
移
入
は
、
海
外
事
情
に
封
す
る
彼
の
明
敏
な
感
受
性
の
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
　
（
七
四
三
）



　
　
　
　
元
老
院
議
官
佐
野
常
民
の
蓬
都
意
見
書

塵
と
思
わ
れ
る
が
、
遷
都
問
題
に
つ
い
て
昌
ユ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ソ
ト
ソ
の
關

係
に
範
を
求
め
、
他
に
類
例
を
み
な
い
提
案
を
生
ん
だ
原
因
も
、
ま
た
そ
こ
に

あ
つ
た
と
い
5
べ
き
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
佐
野
の
傅
記
に
は
本
間
樂
寛
著

「
佐
野
常
民
傳
」
が
あ
り
、
そ
の
元
老
院
議
官
時
代
の
事
蹟
に
も
言
及
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

る
が
、
蓬
都
意
見
書
に
つ
い
て
の
記
事
は
み
あ
た
ら
な
い
。

　
な
演
こ
の
意
見
書
が
元
老
院
の
罫
紙
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
元

老
院
議
官
細
川
潤
次
郎
の
奮
藏
書
中
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、
次
の
よ
う

な
成
立
事
情
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
佐
野
は
元
老
院
會
議

に
提
案
す
る
た
め
（
灘
碑
計
か
瑚
鶴
翫
瓢
媚
蜘
）
、
そ
う
し
た
意
見
書
を
起
草
し
た
が
、

正
式
提
案
に
さ
き
だ
ち
、
部
内
に
爲
本
を
配
布
し
て
他
の
議
官
の
意
見
を
徴
し

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
細
川
議
官
の
手
許
に
意
見
書
が
残
つ
た
の
は
そ
れ
が
た

め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
元
老
院
第
三
期
及
び
第
四
期
報
告
書
（
明
治
＋
一
年
）

あ
る
い
は
「
明
治
十
一
年
元
老
院
議
事
一
覧
表
」
に
よ
る
も
、
こ
の
意
見
書
が

元
老
院
會
議
に
提
出
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
と
す
る
と
、
佐
野
は
部
内
の
賛
同

が
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
見
通
し
て
、
正
式
提
案
を
取
り
や
め
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
「
吾
園
丈
書
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
拷
問
慶
止
に
關
連
す
る
諸
法

　
　
律
案
」
・
本
誌
第
三
四
巻
三
號
五
七
頁
註
（
1
）
滲
照
。

　
（
2
）
　
東
京
彙
都
の
問
題
を
取
扱
つ
た
主
な
る
丈
献
と
し
て
は
、
岡
部
精
一

　
　
「
東
京
彙
都
の
眞
相
」
（
大
正
六
年
）
、
「
彙
都
三
十
年
」
太
陽
第
四
巻
第
九

　
　
號
檜
刊
號
、
薄
井
福
治
「
東
京
彙
都
と
御
東
幸
」
（
丈
明
協
會
編
「
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
　
　
（
七
四
四
）

戊
辰
」
・
二
〇
四
頁
以
下
）
な
ど
が
あ
る
。
岡
部
氏
の
著
書
は
、
徳
川
時

　
代
以
降
の
遽
都
論
を
論
究
し
た
精
密
な
研
究
で
あ
る
。

（
3
）
　
こ
の
詔
書
の
「
江
戸
ヲ
総
シ
テ
東
京
ト
セ
ソ
」
の
丈
言
を
ど
う
理
解

　
す
べ
ぎ
か
、
東
京
と
改
稽
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
江
戸
を
東
の
京
と

　
し
た
と
解
す
る
説
と
（
例
え
ば
尾
佐
竹
猛
「
明
治
丈
化
叢
設
」
・
二
頁
）
、

　
江
戸
の
地
名
を
改
め
て
東
京
と
し
た
と
み
る
説
（
例
え
ば
渡
邊
修
次
郎

　
「
近
世
叢
談
」
・
二
一
頁
）
と
が
封
立
す
る
。
た
と
え
前
者
の
意
味
を
以
て

　
登
布
せ
ら
れ
た
と
す
る
も
、
そ
の
後
、
「
東
京
」
が
實
際
に
は
地
名
と
し

　
て
一
般
化
し
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

　
頁
、

（
8
）（

昭
和
十
八
年
）
・

岡
部
・
前
揚
書
・
一
五
五
頁
。

石
井
良
助
「
明
治
文
化
史
・
法
制
編
」
八
七
頁
。

石
井
・
前
掲
書
・
八
七
頁
、
岡
部
・
前
掲
書
二
一
五
七
頁
。

諸
井
六
郎
「
徳
川
時
代
之
武
藏
本
庄
」
（
明
治
四
十
五
年
）
・
二
四

二
六
頁
。

本
問
樂
寛
「
佐
野
常
民
傳
ー
海
軍
の
先
豊
・
日
本
赤
＋
字
の
父
」

　
　
　
　
　
一
五
九
頁
以
下
。

帝
都
ハ
至
奪
ノ
居
ル
所
政
府
ノ
建
ッ
所
昌
シ
テ
以
テ
全
國
ヲ
控
制
ス
ル
所
ナ

リ
故
二
最
形
勝
ノ
地
ヲ
揮
ヒ
テ
之
ヲ
葵
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
東
京
ハ
我
邦
ノ
中
央

二
位
シ
徳
川
氏
之
二
擦
テ
四
方
ヲ
鎭
歴
ス
曇
二
維
新
ノ
際
京
都
ヲ
去
リ
テ
墓
尽

三
遷
ル
ハ
誠
二
當
レ
リ
然
レ
ト
モ
臣
霧
カ
ニ
以
爲
ラ
ク
東
京
ハ
永
久
都
ヲ
葵
ム

ル
ノ
地
昌
ア
ラ
ス
今
其
然
ル
所
以
ヲ
具
陳
セ
ソ



夫
レ
東
京
ハ
江
戸
跨
ヲ
擁
シ
横
濱
港
二
蓮
リ
東
南
隅
田
川
ヲ
糟
ヒ
叉
利
根
ノ

大
川
ア
リ
テ
共
州
境
ヲ
劃
シ
舟
揖
ノ
利
通
セ
サ
ル
所
ナ
ク
沃
野
膏
壌
数
十
里
背

面
二
箱
根
碓
氷
ノ
瞼
ア
リ
テ
西
北
ノ
衝
二
當
レ
リ
徳
川
氏
ノ
覇
業
ヲ
建
ツ
ル
亦

是
二
頼
テ
ナ
リ
然
リ
而
シ
テ
今
古
其
治
ヲ
異
昌
シ
其
勢
ヲ
攣
ス
前
日
ノ
天
瞼
ト

爲
ス
所
ノ
者
以
テ
今
日
ノ
形
勝
ト
ナ
ス
ヲ
得
ス
蓋
シ
近
來
各
國
ト
交
通
ヲ
開
ク

欧
米
ノ
船
舶
日
二
近
海
二
輻
湊
セ
リ
若
シ
一
朝
眸
ヲ
啓
ク
之
ヲ
兵
力
二
訴
フ
ル

ハ
萬
國
ノ
通
法
ニ
シ
テ
而
シ
テ
政
府
ノ
在
ル
所
ヲ
瘤
キ
速
カ
ニ
其
要
領
ヲ
得
ソ

ト
欲
ス
ル
ハ
亦
各
國
兵
家
ノ
常
ト
ス
ル
所
ト
ス
是
時
二
営
リ
テ
ヤ
彼
ノ
鐵
般
江

戸
灘
二
航
進
シ
亘
畷
之
二
臨
マ
ハ
暉
丸
ノ
勢
直
晶
東
哀
晶
達
ス
ヘ
シ
斯
ノ
如
ク

ナ
レ
ハ
則
至
奪
賛
ヲ
移
サ
・
ル
ヲ
得
ス
政
府
地
ヲ
轄
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
百
萬
ノ
生

窪
狼
狽
シ
テ
居
ヲ
失
ス
其
擾
雑
騒
飢
量
勝
ケ
テ
言
フ
ヘ
ケ
ソ
ヤ
萬
一
防
禦
守
ヲ

失
ヒ
各
州
ノ
屯
兵
來
り
援
フ
ニ
逞
ア
ラ
サ
ル
ア
ラ
ハ
城
下
ノ
盟
ヲ
ナ
ス
ニ
至
ル

モ
亦
未
タ
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス
豊
深
ク
警
メ
遽
ク
慮
リ
テ
之
ヲ
李
生
無
事
ノ
日
二
謀

ラ
サ
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
臣
念
フ
テ
此
二
至
ル
未
曾
テ
懐
二
揚
然
タ
ラ
ス
ソ
ハ
ア
ラ
ス

退
テ
宇
内
各
國
ノ
帝
都
ヲ
通
要
ル
薮
丸
聾
ノ
地
蓑
ク
ル
ラ
ナ
シ
舗

彩
裡
弾
議
離
襖
軽
欝
義
ノ
彼
璽
ハ
巴
羅
的
警
婆
ト
錐

　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ン
ス
ク
ツ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
リ
　
シ
ヤ

ト
モ
其
海
門
二
量
域
ノ
砲
嚢
ア
リ
穰
シ
テ
世
界
第
一
ノ
要
害
ト
ナ
ス
幾
里
慶

ノ
役
二
英
佛
ノ
艦
隊
來
リ
襲
フ
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ハ
此
瞼
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
故
二

東
窟
ヲ
シ
テ
此
二
微
ハ
シ
メ
ン
ト
欲
セ
ハ
宜
ク
観
書
崎
ノ
灘
ヲ
掘
シ
テ
堅
固
ノ

砲
壷
ヲ
築
ク
ヘ
シ
然
レ
ト
モ
其
海
門
頗
ル
廣
潤
ナ
ル
ヲ
以
テ
エ
ヲ
成
ス
極
メ
テ

　
　
　
　
元
老
院
議
官
佐
野
常
民
の
蓬
都
意
見
書

難
ク
建
築
ノ
貴
賞
ラ
レ
ス
而
シ
テ
敵
艦
ノ
必
シ
モ
通
セ
サ
ル
ヲ
期
セ
ス
寧
帝
都

ヲ
敵
丸
到
ラ
サ
ル
ノ
地
二
遷
ス
ノ
萬
全
ナ
ル
ニ
如
カ
ン
ヤ
且
ツ
夫
レ
帝
都
ハ
整

齊
嚴
粛
人
観
テ
容
ヲ
漱
メ
至
尊
ノ
居
ル
所
政
府
ノ
建
ツ
所
ヲ
知
ラ
シ
メ
之
二
住

ス
ル
民
亦
名
教
ヲ
重
ン
シ
品
行
ヲ
愼
ミ
頚
鍛
ノ
下
タ
ル
ニ
負
ガ
サ
ル
ヘ
シ
而
シ

テ
東
京
ハ
ニ
百
年
來
治
年
ノ
蝕
ヲ
承
ケ
風
俗
頽
妃
人
情
浮
薄
或
ハ
華
修
二
耽
リ

或
ハ
遊
惰
二
流
レ
人
ロ
ノ
影
多
ナ
ル
モ
唯
二
貧
民
ノ
榮
窟
タ
ル
ニ
過
キ
ス
蓋
シ

徳
川
氏
ノ
治
ヲ
ナ
ス
務
メ
テ
諸
藩
ノ
カ
ヲ
殺
カ
ソ
ヲ
謀
り
江
戸
二
來
観
ス
ル
者

ナ
シ
テ
專
ラ
財
鳥
ヲ
廉
滑
セ
シ
メ
ソ
ト
ス
是
特
一
二
時
ノ
櫨
ノ
、
ミ
慣
習
ノ
久
キ

途
二
以
テ
性
ヲ
ナ
シ
挽
固
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至
ル
登
一
朝
ノ
能
ク
謹
正
ス
ル
所

ナ
ラ
ン
ヤ
加
之
其
地
海
二
接
シ
多
ク
ハ
汗
下
ナ
ル
ヲ
以
テ
時
二
悪
疾
流
行
ノ
患

ア
リ
此
ヲ
シ
テ
亙
市
ノ
地
タ
ラ
シ
メ
ハ
倫
可
ナ
リ
決
シ
テ
帝
都
ノ
地
ニ
ア
ラ
サ

ル
ナ
リ
況
ソ
ヤ
學
校
ヲ
置
キ
兵
螢
ヲ
設
ク
ル
自
ラ
其
風
俗
人
情
二
感
染
シ
學
校

二
上
り
兵
螢
二
入
ル
モ
ノ
其
家
二
飼
ル
ノ
日
多
ク
ハ
華
移
ヲ
務
メ
サ
レ
ハ
遊
惰

ヲ
事
ト
シ
父
兄
ノ
訓
講
ヲ
受
ケ
ス
自
家
ノ
生
産
ヲ
螢
セ
ス
一
璽
シ
テ
暴
戻
放
鷺

ノ
行
ヲ
ナ
ス
是
レ
決
シ
テ
兵
氣
ヲ
振
強
シ
人
才
ヲ
教
育
ス
ル
ノ
地
ニ
ア
ラ
ス
故

二
都
ヲ
別
地
二
遷
シ
新
二
規
模
ヲ
定
メ
東
京
ヲ
以
テ
一
亙
市
ノ
地
ト
ナ
ス
ニ
如

カ
ス
臣
今
試
二
帝
都
ヲ
遷
ス
ノ
地
ヲ
揮
ハ
ン

　
抑
我
邦
ノ
地
形
タ
ル
鋏
長
ニ
シ
テ
斜
メ
ニ
南
北
二
延
亙
ス
ル
五
百
籐
里
房
纏

ヨ
リ
信
越
二
至
ル
ノ
間
其
横
幅
最
潤
ク
且
ツ
全
國
ノ
中
心
昌
當
レ
リ
而
シ
テ
房

紹
ハ
海
二
接
シ
信
越
ハ
山
ヲ
糟
フ
其
李
衛
昌
シ
テ
衝
要
ノ
地
ヲ
ト
ス
レ
ハ
武
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
　
（
七
四
五
）



　
　
　
元
老
院
議
官
佐
野
常
民
の
遷
都
意
見
書

上
野
二
州
ノ
交
邑
若
ク
ハ
ナ
シ
今
其
近
傍
ノ
各
地
昌
就
キ
利
害
ヲ
論
ス
レ
ハ
熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ま
レ

谷
ハ
東
京
ヲ
距
ル
最
モ
近
ク
荒
川
ノ
岸
二
臨
ミ
水
蓮
ノ
便
ア
ル
モ
其
地
卑
下
時

晶
河
決
ノ
憂
ア
リ
前
嬌
ハ
地
較
高
ク
水
路
瞬
ル
多
シ
ト
錐
ト
モ
利
根
川
ノ
流
急

昌
シ
テ
謬
莉
ナ
ラ
ス
聾
堰
難
及
藁
川
馨
謹
樋
ス
ノ
如
キ
モ

亦
大
船
ヲ
行
ル
ヘ
カ
ラ
ス
且
ツ
赤
城
榛
名
ノ
ニ
山
二
近
キ
ヲ
以
テ
常
二
西
北
風

繁
シ
高
崎
ハ
地
勢
頗
ル
宜
キ
モ
少
ク
山
二
偏
シ
淺
間
嶽
ノ
風
甚
塞
シ
烏
川
碓
氷

川
並
昌
流
淺
ク
シ
テ
小
般
ヲ
澄
7
ル
昌
過
キ
ス
新
町
ハ
紳
流
川
其
東
二
流
レ
叉

錫
岬
ヨ
禦
川
鰹
川
濃
辮
川
ノ
諸
川
ア
リ
テ
匝
湊
ス
ト
聾
ト
モ
時
昌
水
害
ヲ
菟
レ

ス
且
ツ
”
夷
地
冷
温
ニ
シ
テ
叉
狭
隆
ナ
リ
猫
り
本
荘
騨
ハ
土
地
高
傲
ニ
シ
テ
眺
望

晶
宜
ク
氣
候
寒
カ
ラ
ス
水
蓮
ノ
利
以
テ
開
ク
可
シ
是
レ
最
モ
其
所
ヲ
得
タ
”
ト

ス　
本
蕪
騨
ハ
武
藏
國
見
玉
郡
二
在
り
東
京
ヲ
距
ル
ニ
十
二
里
飴
東
ハ
鵬
尉
凱
鵜

　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
シ
マ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
シ
イ
カ
ツ
コ

森
ノ
ニ
村
二
界
シ
西
ハ
小
島
村
昌
接
シ
南
ハ
西
五
＋
子
、
北
堀
、
東
冨
田
ノ
三

村
昌
蓮
ル
東
西
廿
八
町
南
北
廿
三
町
其
地
勢
西
南
ハ
漸
ク
高
ク
シ
テ
遽
ク
秩
父

ノ
山
脈
二
亙
ル
正
北
赤
城
山
二
封
シ
東
北
黒
髪
山
ヲ
望
ム
其
正
東
雲
間
二
標
紗

タ
ル
ハ
筑
波
峯
ナ
リ
其
西
北
天
牛
』
一
突
兀
タ
ル
ハ
榛
名
山
ナ
リ
淺
間
妙
義
金
洞

ノ
諸
岳
其
西
二
撲
列
シ
東
南
ノ
一
面
不
諮
ニ
シ
テ
東
京
二
接
セ
リ
騨
ノ
南
ヨ
リ

東
晶
至
リ
小
山
川
ヲ
抱
キ
西
神
流
川
ヲ
隔
ル
遽
カ
ラ
ス
北
ハ
利
根
川
晶
杭
ミ
岸

ヲ
距
ル
直
径
十
五
町
二
過
キ
ス
其
土
質
赤
櫨
晶
シ
テ
砂
ヲ
交
へ
稻
梁
二
宜
ク
叉

桑
昌
適
セ
リ
其
氣
候
ハ
東
京
ヨ
リ
寒
キ
コ
ト
四
五
度
ノ
下
晶
在
り
毎
戸
井
ヲ
襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
　
（
七
四
六
）

リ
テ
飲
ム
井
ノ
深
サ
三
丈
許
水
極
メ
テ
清
冷
ナ
リ
住
年
暴
潟
病
ノ
流
行
ス
ル
曾

テ
此
地
二
傳
染
セ
ス
叉
絶
エ
テ
脚
氣
ヲ
患
フ
ル
者
ナ
シ
風
景
ノ
勝
水
土
ノ
宜
キ

此
ノ
如
シ
其
人
身
ノ
健
康
ヲ
保
ス
ル
復
疑
ヲ
容
レ
ス

　
暉
ノ
艮
位
二
一
城
端
ア
リ
傳
へ
云
フ
健
保
承
久
ノ
頃
本
蕪
四
郎
高
家
之
二
居

ル
永
蕨
中
本
荘
長
英
之
ヵ
城
主
タ
リ
永
藤
十
五
年
北
條
氏
ノ
將
氏
郡
昌
攻
陥
セ

ラ
レ
逃
レ
テ
越
後
二
入
リ
長
尾
氏
二
馬
ス
徳
川
氏
二
及
ヒ
小
笠
原
信
嶺
ヲ
此
地

昌
封
ス
其
嗣
信
之
封
ヲ
襲
キ
慶
長
十
三
年
古
河
二
移
り
本
荘
城
ヲ
塵
ス
後
懲
川

氏
ノ
直
轄
二
闘
シ
元
蕨
十
三
年
畑
地
ト
成
ス
今
其
城
趾
ヲ
瞼
ス
ル
ニ
塑
濠
ノ
跡

隠
然
ト
シ
テ
存
セ
リ
其
地
勢
ヲ
察
ス
ル
ニ
蓋
シ
紳
流
川
ヲ
引
キ
テ
之
二
畷
ラ
シ

途
二
利
根
川
二
注
ク
モ
ノ
ト
ス
所
謂
小
山
川
モ
亦
其
塑
濠
ノ
蝕
ナ
ル
カ
本
薙
ノ

地
果
シ
テ
帝
都
タ
ル
ニ
適
セ
ハ
宜
ク
城
趾
近
接
ノ
地
若
ク
ハ
騨
西
小
島
村
ト
相

蓮
ル
ノ
良
地
ヲ
相
シ
先
ツ
之
力
優
甕
ヲ
定
メ
経
螢
ヲ
起
シ
叉
豫
メ
市
街
家
屋
ノ

制
ヲ
圏
リ
而
シ
テ
憩
流
川
ノ
止
流
ヲ
引
キ
テ
鐸
内
二
環
流
シ
其
汗
磯
ヲ
縢
シ
テ

利
根
川
二
注
カ
シ
ム
ヘ
シ
今
其
分
流
ノ
慨
田
二
供
ス
ル
者
ヲ
見
ル
昌
騨
ヲ
距
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
リ
　
シ

一
里
石
憩
村
二
通
ス
ル
ア
リ
上
野
鬼
石
ノ
封
岸
ヨ
リ
分
派
シ
延
テ
騨
南
二
及
ヘ

ル
モ
ノ
ア
リ
是
昌
由
テ
之
ヲ
考
レ
ハ
其
工
ヲ
成
ス
蓋
シ
難
シ
ト
セ
ス
然
シ
テ
欽

水
ノ
料
昌
供
ス
ル
ハ
別
畠
一
川
ア
リ
元
小
山
川
ト
目
フ
其
源
ヲ
窮
ム
ル
晶
騨
ノ

西隣小島村二

護
シ
村
内
字
萬
年
寺
清
浦
寺
ノ
ニ
所
ヨ
リ
湧
出
ス
其
他
滑
岸
皆

湧
泉
ア
リ
騨
内
阪
下
ノ
一
泉
ヲ
若
泉
ト
云
フ
古
昔
此
地
方
敏
村
ヲ
若
泉
薙
ト
稻

ス
是
レ
共
遺
ナ
リ
叉
流
シ
テ
元
小
山
川
一
脚
入
リ
相
聚
リ
テ
川
ヲ
成
シ
騨
北
二
背



流
ス
長
凡
三
十
町
其
幅
廣
キ
ハ
七
間
狭
キ
ハ
三
間
深
五
尺
ヨ
リ
ニ
尺
五
寸
東
流

シ
テ
傍
示
堂
村
昌
至
ル
水
源
ト
約
ソ
一
丈
鹸
ノ
高
低
ア
リ
水
極
メ
テ
澄
徹
ニ
シ

テ
味
甚
タ
清
洌
盛
大
早
ノ
候
ト
錐
ト
モ
曾
テ
瀾
端
セ
ス
是
洵
二
天
賦
ノ
美
泉
ナ

リ
若
シ
此
川
ヲ
没
ヒ
鐵
管
ヲ
施
シ
テ
騨
中
二
通
シ
飲
料
昌
供
セ
ハ
決
シ
テ
東
京

玉
川
顧
田
上
水
ノ
下
昌
ア
ラ
ス

　
　
　
　
も

　
莫
水
蓮
ノ
利
ヲ
通
ス
ル
ハ
宜
ク
利
根
川
二
依
ル
ヘ
シ
利
根
川
ノ
流
ヲ
按
ス
ル

昌
源
ヲ
上
野
ノ
利
根
郡
昌
護
シ
流
レ
テ
前
橋
ヲ
過
ギ
五
難
村
ノ
下
二
潟
キ
碓
氷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ヌ
マ

川
鳥
川
憩
流
川
等
ノ
諸
川
相
會
シ
テ
大
河
ヲ
成
ス
其
河
道
中
瀬
村
妻
沼
村
二
至

ル
マ
テ
水
勢
頗
ル
験
ク
雨
水
毎
二
土
砂
ヲ
沖
流
シ
激
シ
テ
陽
破
ヲ
決
シ
河
底
随

テ
淺
ク
大
般
沙
昌
欄
シ
テ
通
ス
ヘ
カ
ラ
ス
北
河
原
村
二
抵
レ
ハ
水
勢
漸
ク
慢
二

通
運
葺
肛
ノ
漁
船
現
昌
此
昌
往
來
シ
テ
日
昌
行
容
ヲ
搭
ス
故
二
利
根
ノ
本
川
二

副
ヒ
テ
別
二
一
渠
ヲ
繋
リ
山
王
堂
村
ノ
西
ヨ
リ
本
蕪
ノ
騨
下
二
至
リ
斜
メ
ニ
億

デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ケ
ヲ

手
村
ヲ
輕
跨
園
シ
テ
幡
羅
郡
昌
入
り
北
河
原
村
昌
注
キ
若
ク
ハ
延
イ
テ
栗
橋
二

到
ラ
ハ
漁
般
ヲ
シ
テ
直
二
本
荘
二
達
セ
シ
ム
ヘ
シ
北
河
原
村
一
二
渠
ア
リ
備
前

堀
ト
云
フ
聞
ク
所
昌
据
レ
ハ
仁
苧
村
ノ
溝
漫
二
蓮
ナ
レ
リ
ト
是
或
ハ
水
利
ヲ
導

ク
昌
便
ナ
ル
ヘ
シ
然
シ
テ
山
王
堂
村
ノ
渠
ロ
ニ
堅
牢
ノ
障
波
ヲ
築
キ
其
水
衝
ヲ

遽
ケ
大
水
ア
レ
ハ
掲
り
其
土
砂
ヲ
本
川
二
流
サ
シ
メ
ハ
新
渠
ノ
利
思
フ
ニ
永
久

ヲ
保
ッ
ヘ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ま
レ

　
又
中
山
道
二
循
ヒ
テ
鐵
路
ヲ
数
キ
直
二
東
京
ノ
線
路
二
通
セ
シ
ム
ヘ
シ
其
途

中
フ
戸
用
；
響
噸
藩
攣
霧
ノ
地
う

　
　
　
　
元
老
院
議
官
佐
野
常
民
の
遷
都
意
見
書

　
以
上
帝
都
ヲ
経
螢
ス
ル
ノ
概
略
ナ
リ
然
シ
テ
兵
管
ヲ
其
附
近
ノ
要
地
二
構
へ

東
京
兵
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